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別紙「評価細目の第三者評価結果」のとおり

くわの実保育園の保育理念、保育実践が保護者にも十分理解され、また第三者評価として十分に評
価されたことは、今後の保育に確信を持つことができた。

℡
368-0001
埼玉県秩父市黒谷1163番地1

定員(利用人数)：

0492-24-4455

　くわの実保育園は、秩父の雄大な自然の中に、敷地800坪、園庭400坪、園舎260坪の充実した施
設において、「太陽・水・土・みんなの笑顔」をキャッチフレーズとして、日々の保育を実践して
いる。
　くわの実保育園は保育理念として、①自ら意欲的に活動できる子、②自然や仲間と関わり共感で
きる子、③自分の思いや意思を言葉や身体で表現できる子、④豊かな芸術、文化に触れ感動できる
子、⑤自由でしなやか、自らの身体の主人公になれる子、を掲げている。
　くわの実保育園の最大の特徴は、「文字や数字を教えない」ことにある。「くわの実の保育と文
字教育」の中に、「くわの実の保育は、人間の土台を育てます。子供の発達には順序があり、乳幼
児期は、太陽・水・土にたっぷり触れて、外界を受け止める感覚器官を育てる時期です。同時に、
自然の中での豊かな遊びや実体験を積み、リズム運動やロールマットで感覚神経と運動神経を共に
育て、しなやかで、たくましい丈夫な身体づくりをめざしています。（中略）したがって、くわの
実保育園では、文字や数字を早期に教えたり、各種習い事をさせる事は、子どもの伸びやかな発達
にとって好ましくない、と考えます。乳幼児期にしかできない遊びや体験を豊かに保障し、早寝早
起きで健康的な生活習慣を身につけ、テレビ・ゲーム・パソコン等々ＩＴ機器を遠ざけ、お話や絵
本をたっぷり読み聞かせる、歌を歌ってあげる等々という人間が人間を手塩にかけて育てるという
あたりまえの子育てを大切にしたいと考え、日々保育しています。」と記載している。具体的に
は、壁掛け時計の文字盤の数字には動物のシールを貼る、世界の名作の読み聞かせて、それを自ら
のイメージで絵に描いてみる、一流の音楽や演劇を鑑賞させる等で感性豊かな子どもに成長するた
めの保育を実践している。
　保育士はじめ全職員が、保育理念や保育方針を理解し保育の場で実践していると感じられた。園
児が、生き生きと保育園生活を楽しんでいる姿が印象的であった。
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80 名園長　麻生　由美恵

◇特に評価の高い点

　くわの実保育園は、1976(昭和51)年に創立し、今年で40周年を迎えた。設立時から地域に根ざし
た保育園として活動してきている。今後とも地域との連携を保持すると共に、地域に愛され信頼さ
れる保育園として、発展していくことに期待したい。

◇特にコメントを要する点

　平成28年3月31日（契約日）～平成28年12月28日（評価結果確定日）
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